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モノづくりの技術をふ化事業に活用。
「改善に終わりなし」を貫いて生産性を
向上 岡山県岡山市
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ひよこの生産 ( 肉用雛を卵からふ化させ、
養鶏場へ販売しています )

定年退職後の再就職先として、業種は異なるものの、
設備や工程管理の経験が活かせると思い入社しまし
た。当初、安全・防災意識の欠如、作業手順書、品
質基準書などの不備が課題と感じました。また個々
の経験や口伝え情報での運用なども品質、生産性の
課題であり改善の余地は大いにあります。直近は飼
料、エネルギーコストの高騰も課題となっており、
改善活動を通じて、従業員に 5S や保全のノウハウな
どを伝えより強いふ化場づくりに貢献したいと考え
ています。

「ここがヘンだよ、福田種鶏場」と題した改善活動
は、入卵、移卵、雛取出しといたった工程別に区
分し、担当者と期限を決めて取組んでいます。活
動の進捗は表やグラフにまとめて場内に掲示し、
効果の確認と定着。全従業員の改善意識の向上を
図っています。

「自然には叶わない」「生きものが相手だから」という
エクスキューズが、農畜産業においてはまかり通りが
ちです。しかし横山氏にとっては、そこにこそ改善
の余地があるとのこと。妥協のない分析は、時に 100
分の 1 ミリ、100 分の１秒にまで及び、ふ化工程でこ
れまで見過ごしてきた改善点を浮かび上がらせていま
す。舶来の先端農業設備と日本の「モノづくり」技
術を融合させる試みは、製造業のプロフェッショナル
である横山氏の助力をえて確かな実を結びつつありま
す。「改善に終わりなし」の精神で、さらに高品質な
雛を、より高効率に生産できるよう努めていきたいと
思っています。

リチウム電池工場にて生産技術、製造、生産
管理などを経て工場長兼事業部長を歴任

主な経歴：

代表取締役社長

役職名： 技術顧問

横山 淳一 氏

年　齢： 61 歳
家族構成：単身
出身地： 還流ルート：鳥取県 I ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

長年、日本の農畜産業は生産性の低さが指摘されてきました。雛生産の老舗である当社においても昔気質のふ
化手法が現場に染みついていました。そうした中、2020 年にスマート農業先進国のオランダから世界最先端
の設備を導入してふ化場を新築。ひよこづくりの生産性を 2 倍に引き上げることを目指しました。しかし、当
社に養鶏の知識はあるものの、工学・工業の知見は乏しく、ハイテク設備の機能を使いこなすのに相当の時間
を要することが見込まれました。そこで、日本が国際競争力を持つ製造業のノウハウに学びたいと考え、「モ
ノづくり」で技術を培った外部人材を招聘するべくプロフェッショナル人材拠点に相談しました。

ひよこづくりのハイテク化による生産性の向上

プロフェッショナル人材の募集条件においては農業や養鶏の経験は不問とし、それよりも製造業において設備
管理、マネジメントを経験していることを人材要件としました。国立大学工学部出身の横山氏はリチウム電池
製造業に 30 年勤務。生産技術や生産管理を経験したのち、300 人の工場をトップマネジメントとして率いる
など、まさに求めていた人物です。電池とひよこという違いこそあれ、高品質な製品を大量生産するという点
は同じはず。5S、改善といったモノづくりのイロハを伝授してもらうとともに、設備投資を含めた効率的な生
産体制の確立に助言を請いたいと思い、技術顧問として契約しました。

「モノづくり」のノウハウで生産現場のレベルアップ

改善活動は「ここがへんだよ、福田種鶏場」と題して、横山氏が着任早々に抽出した 70 件から積み重ねて 107
件を達成済み。「改善に終わりなし」の姿勢を貫いて全員参画の取り組みを目指しています。また、オートメーショ
ン設備の運用においては、不具合の原因を 5 ゲン主義に基づいて追求。問題解決に結びつけるとともに、手順書
の明確化、保全計画の作成、設備担当者の OJT を推進しています。真新しいふ化場のハイテク設備に、横山氏が
ソフト面の改善を加えてくれたことにより、ふ化業務における人時生産性は旧ふ化場の 1.75 倍にまで向上しま
した。また、2022 年の全国ブロイラー養鶏コンテストにおいては、ふ化率 ( 歩留まり ) 部門で同業者中最高成績
をマークすることができました。

ふ化業務の人時生産性がアップ。ふ化率の最高記録も達成。

山上 祐一郎 氏

株式会社福田種鶏場63 岡山県


